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芝浦工業大学柏高等学校 

2023年度高校入試分析 

国語 

全体を通して 

第１回・第２回ともに「論説文」「随想または小説」「古文」の３題構成、および各回それぞれの設問も、問

数・設問内容・レベルが同じになるように作られています。すべて選択式問題ですが、漢字の問題、文章を踏ま

えて議論をすすめてその展開を問う問題、古文の問題で差がついています。 

 

差のついた問題について 

①漢字の問題（２回一（１）⑤「肥沃」）で２０％近い差がつきました。同音異義語なども含め、語句の知識を

深めましょう。普段から論説文などを読み、知らない語は調べるように習慣づけるとよいでしょう。 

②論説文では、ただ文章を読むだけでなく、二つの文章を比べ読みしたり、筆者の主張を読んで（根拠にして）

自分の意見をもったり具体例を考えたり、本文全体の趣旨を問うなどの、思考力を問う問題を継続して出題して

います。普段から文章を読む際に難しい語句や内容を自分なりにかみくだいて理解し、それに対する意見を持て

るようにしておきましょう。 

③小説でも論説文と同様に本文中に根拠をもつことを忘れてはいけません。答えを確定させる前に、思い込みに

よらないように必ず本文に立ち返るようにしましょう。表現の特徴を問う問題もなんとなくではなく、きちんと

本文中の表現に戻って判断するようにしましょう。 

④古文では、１、２回とも、いくつかの問題で１０～２０％前後の差がついています。練習量の差であると思われ

ます。できるだけ時間を見つけて古文に触れ、音読する機会を増やすとよいでしょう。その際、主語（動作主）が

誰なのか、何をしているのか、指示語は何を指すのか、などを意識しながら読むようにしましょう。 

 

①漢字【第２回一（１）⑤】 

 

解答 オ 
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②論説文中にある「白い紙の発明」が人類にもたらした影響についての議論の展開を推測する問題【第２回一（２）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答 キ 
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➂小説文の情景描写や表現についての問題【第１回二（７）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答 イ 

 

➃古文中の傍線部の解釈についての問題【第1回三（２）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答 エ 


